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見るもの全てが美しく輝く風薫る５月もあっという間に過ぎ去り、梅雨の時期を迎えようとしてい

ます。昨年の関東東北豪雨により二宮堀などの農業水利施設が甚大な被害を被り、今年の田植えが例

年通り行えるか大変心配されましたが、関係者の方々のご尽力により復旧工事も順調に進み、若干の

遅れはあるものの滞りなく田植をすることができました。

さて、城山西小学校は、新入生１５人、転入生１人を新たに迎え、小規模特認校になって以来最高

の児童総数９８人で１２年目のスタートをきりました。

また今年は、小規模特認校になってから４人目の校長先

生を新たにお迎えしました。これからも変わることなく信

頼関係を築きながら、地域コミュニティーの中心である西

小を盛り立てるために、一歩一歩前へ進んでいきたいと思

います。

そして、地域に住む人たちがもっともっと元気になるよ

うな取組を、これからもみんなで続けていきます。

今回も、地域の皆様に最新情報などをお届けします。

◇◇『第１４回孝子桜まつり』大変お疲れさまでした◇◇

４月２日（土）３日（日）の両日、“孝子桜 樹齢４５０年 キセキを明日につなぐ”をスロー

ガンに、今年も西小と地域の連携のシンボルである「孝子桜まつり」が開催されました。 三年

連続で二日間とも好天に恵まれ、満開に近い桜のもとでの盛大なお祭りとなりました。

今年も大勢の地域の皆さんのご協力をいただいて、多くの来場者をお迎えし、おもてなしをす

ることができました。特に今年は、唐沢前の新住民の方々がスタッフとして昨年にも増して大勢

参加し、新旧住民が一体となったすばらしい運営ができました。

『オープニングセレモニー』では、美しく輝く桜の花の下で大勢の来場者を前に、すっかり恒例

となった新入生・転入生・卒業者の元気な姿を紹介したほか、１１０面という過去最高の数での

箏の演奏を披露しました。また今年は、例年にも増して西小の生徒や地元の人たちによる多くの

イベント（民話語り、リズムダンス、演劇『桜が咲いた日』、お囃子、バルーンアート）を行い、

お祭りを大いに盛り上げました。

今年も知事さんが激励に来てくれました 箏の演奏で校歌を元気に歌います！ 吉兵衛流古賀志お囃子保存会の演奏

日本中どこを探してもここにしかない手作りの温かな桜祭りです。みんなが協力すればこんな

小さな地域でも大勢の人を感動させることができます。今後とも会員の皆さんお一人お一人の協

力で、西小と地域を盛り上げていきましょう。

本当に皆さんご苦労さまでした。来年もよろしくお願いします。



◇◇『古賀志山清掃登山（地域内一斉清掃）』を行いました！◇◇

先日５月２８日（土）、今年も地域内外から５００人を超す大変多くの参加者を集めて、地域

の伝統行事である『古賀志山清掃登山（地域内一斉清掃）』を行いました。

この日のために実行委員会を結成し打ち合わせを重ねて、５月１４日（土）には登山ルートの

安全を確保するための林道の刈り払いを行うなど、入念な準備をしてきました。

子ども達は４つのコースに分かれて、山岳会や地域案内部

会の方々のご指導をいただきながら、地域の歴史に触れ、登

山をし、ゴミを集めました。地域住民は班ごとに集落周辺や

林道沿いなどの当番エリアを隅々まできれいに清掃しました。

回を重ねるごとにゴミの量が減ってきており、継続した取

組の成果だと思います。これからも美しい古賀志の里をみん

なの力で守っていきましょう。

また、今年も清掃登山・ゴミ拾い終了後、そば部会からお

いしいおそばがふるまわれ、みんな舌鼓を打っていました。

本当に皆さんありがとうございました。 開会式の様子

元気に登るぞ！ 隅々まできれいに！ おいしいおそば、ありがとう！！

◇◇こがし桜ルネッサンス事業で関東東北豪雨で被災した

『二宮堀』の 堀ざらいを行いました！◇◇

昨年の関東東北豪雨の土石流で、500メートルに渡り埋まったり、所

々土手が崩壊してしまった二宮堀の災害復旧工事が４月下旬に完了した

ことを受け、改めて水を流すに先立ち、４月２３日（土）に白石川の取

り入れ口から、田んぼまでの約2.5㎞の点検と、堀ざらい、雑木の刈り

払いを行いました。

被害の状況はあまりにもひどいものでしたので、一時は田植えができ

ないのでないかと危惧されましたが、おかげさまで例年通り田植えに漕

ぎ着けることができました。

関係者の皆様、大変ありがとうございました。

◇◇第１回城山西小学校地域協議会が開催されました！◇◇

５月２５日（水）に「城山西小学校地域協議会」が開催され、今年度の学校経営方針などにつ

いて話し合いを行いました。

小規模特認校１２年目を迎える今年度の重点活動は、昨年度に引き続

き、

①会話科の充実（表現力・コミュニケーション力のさらなる育成）

②食農教育の充実（食育と農業体験学習の融合）

③基礎体力の充実（体幹を鍛えるためのエクササイズを毎日継続）

の３つで、小さな学校だからこそできる取組を、より一層充実させていくこととしました。

～今後とも考える会の活動に対して、ご協力とご支援をよろしくお願いいたします。～




